
奈良県 砂防・災害対策課からの情報提供

奈良県砂防・災害対策課
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土砂災害地域防災マップづくりワークショップを通してリスクの見え
る化を図る取り組みを実施します。

①大規模な土砂災害が日本各地で毎年のように発生しています。

②災害から命を守るためには、日頃からの備えが最も重要です。

③地域で起こり得る災害について学び、危険な場所を共有し、
いつ・どこへ・誰が逃げるのかを確認しておきましょう。

④マップ作りワークショップを開催しませんか。

タイムラインの考え方を導入既存ハザードマップの活用

令和元年には発生頻度が比較的高い土砂災害（表層崩壊）と紀伊半島大水害で発生した深層崩
壊の二段階被害を想定した訓練、ワークショップを県内3地区で開催しました（東吉野村、天川村、十
津川村）。既存のハザードマップに情報を追加したり、タイムラインの考え方を導入して段階ごとの避難行
動を住民の皆様を中心に話し合っていただきました。
終了後のアンケートでは「危険な場所の共有ができた」「定期的に開催してほしい」と言ったご意見をい

ただきました。この取組みを皆様の地域でも行ってみませんか。資料の準備方法や運営方法が分からな
いなどお困りのことがありましたら支援を行いますのでお気軽にご相談ください。

土砂災害発生件数の推移（S57～R2)
出典：国土交通省「令和２年の土砂災害」

令和２年７月豪雨による被害

令和元年度ワークショップの様子

令和２年７月豪雨の際には、事前の取り組みと早めの避難が功を奏して、土砂災害が発生する前に
避難して難を逃れた事例が複数報告されています。

地域で起こり得る災害、地域の危険な場所、災害実績（伝
承）、地域の役割分担などを事前に確認しておくことが重要です。
日頃からの備えが緊急時の住民の方の判断力・行動力につな
がります。また、地域と行政で話し合い、課題を共有することは
自助・共助・公助のすべての向上に役立ちます。

話し合いにより大雨時に注意が必要
な場所や被災状況や土砂流出実績
などを記入

時系列に沿って、発表され
る情報や地域内の状況より
避難行動を検討

地球温暖化が進む中、雨の降り方が変わってきているといわれています。その影響もあり、近年では大
規模な土砂災害が日本各地で毎年のように発生しています。令和２年には７月豪雨、毎年７月・８月と
大雨が続き、被害は全国に広がっています。奈良県においても平成23年に紀伊半島大水害が発生し、
大きな被害が発生しました。

【訓練・ワークショップの内容例】
●防災講座（近年の土砂災害、地
域で起こり得る災害、避難行動）

●マップづくり（ハザードマップ更新）
●現地確認 など

マップづくり 確認訓練

地域で起こり得る災害に気づく、
とるべき避難行動について考える、
課題を共有することが自助・共助・公助
すべての向上につながる

出典：国土交通省「令和２年の土砂災害」
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土砂災害地域防災マップづくりワークショップを通してリスクの見え
る化を図る取り組みを実施します。

⑤ワークショップで作成した防災マップを看板として設置し、リス
クの見える化を図ります。

⑥看板設置の費用は「土砂災害リスク情報整備事業」の交付金事業
を活用します。

＜ご相談はこちらへ＞
奈良県 県土マネジメント部
砂防・災害対策課 災害対策係
TEL：0742-27-8521
HP ：http://www.pref.nara.jp/1681.htm

【訓練・ワークショップの内容例】
●防災講座（近年の土砂災害、地
域で起こり得る災害、避難行動）

●マップづくり（ハザードマップ更新）
●現地確認 など

設置看板イメージ①（土中式）

【土砂災害リスク情報整備事業の趣旨】

○土砂災害警戒区域等の現地表示など、土砂災害に関するリスク情報をより分かりやすく伝達し、住民
の危機意識の向上に資する取組について支援する「土砂災害リスク情報整備事業」が交付金事業に追
加されました
○標識等の設置にあたっては、ハザードマップを作成する市町村や危機管理部局などとも連携し、より充
実した内容となるよう取り組むものとされています。

【土砂災害警戒区域等の現地表示の考え方】

現地表示箇所は、日頃から住民等に認知される箇所を基本とします
箇所予定：避難場所表示看板の横

駅周辺
公民館といった地域の集会場所 等

→ 設置場所についてもワークショップの中で検討を行います。

【費用の負担割合について】

国の交付金（１／２）
県による補助（１／２）

市町村の財政負担はありません

さらなる取り組みとして、ワークショップで作成した防災マップを看板として地域に設置し、リスクの見える
化を図るとともに、災害リスクの周知を行います。

防災マップ作成例

設置看板イメージ②（電柱巻付式）

設置看板イメージ③（壁面添架式）【看板の型式について】

型式は、既存の電柱や壁面等への添架、単独の柱等に設置するタイプなど、現地表示箇所の状況等を
踏まえ、適切な型式を選定します。（設置看板イメージは右記参照）

- 2 -
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「土砂災害地域防災マップづくりワークショップ」

御杖村で実施しました！
～奈良県 砂防・災害対策課～

＜開催日時＞
令和７年12月３日（水）13時00分～14時40分

＜開催場所＞
御杖村役場

＜参加者＞
計16名（神末地区、菅野地区、土屋原地区、桃俣地区の皆さん）

＜ワークショップ内容＞
ミニ講座、マップづくり、看板デザイン案の意見聴取

奈良県では、自助・共助について考え、防災意識を向上してもらうことを目的として、「土砂災害地域防
災マップ」を作成しながら、地域の危険な場所や避難方法について話し合うワークショップを実施してい
ます。今回は、御杖村を通じて実施依頼のあった村内の皆さんを対象に実施しました。マップづくりの後
には、地区内に設置を予定している土砂災害情報を啓発する看板デザイン案の意見聴取も行いました。

【問合せ先】奈良県県土マネジメント部砂防・災害対策課

〒630-8501 奈良県奈良市登大路町30番地 TEL 0742-27-8521

御杖村役場
（奈良県御杖村）

R7.12.3

▼ミニ講座のようす ▼マップづくりのようす

▼作成したマップを紹介
依頼

随時受付中!

▼看板デザイン案の意見聴取

各地区で
作ったマップ
を参加者の
方から解説
してもらい、
情報を共有
し合いました。

地区に設置する
看板のデザインと、
最適な設置場所
について、意見を
伺いました。

土砂災害の特
性と、災害から
身を守るため
の対策につい
て解説しました。

過去の災害で発
生した被害や、地
域の危険箇所を
図面に書き出し
てもらいました。
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【問合せ先】 奈良県 県土マネジメント部 砂防・災害対策課

〒630-8501 奈良県奈良市登大路町30番地 TEL：0742-27-8521

五條東小学校にて、出前講座を実施しました。
～土砂災害から身を守るために～

崩れる前に、
迷わず避難！

崩
避

奈良県では、小中学生や地域のみなさんを対

象に土砂災害について知っていただき、身を守

るための正しい避難行動をとっていただくために、

出前講座を行っています。

今回は、五條市立五條東小学校に伺い、4年生

のみなさんに、土砂災害から身を守るために、

土砂災害が起きる仕組みや対策の紹介、

避難する際の留意点などについて、

講座を行いました。

＜開催日時＞ 令和7年9月22日 13:35～15:15

＜開催場所＞ 五條市立五條東小学校

＜参 加 者＞ 五條市立五條東小学校 4年生（46名）

R7.10.16

奈良県 砂防・災害対策課

講義のようす

砂防ボランティア協会の講演(紀伊半島大水害時のお話)

土砂災害警戒区域の確認

模型実験（表層・深層崩壊の違い）

五條東小学校
（奈良県五條市）

--生徒のみなさんの感想--

講座依頼
随時受付中!

教科書だけではわからない仕
組みを教えてもらってわかり
やすかった。

学校のまわりだけではなく、
自分の住んでいる地域の土
砂情報について知れてよ
かった。

次は実際に現地見
学に行くと先生が
言っていたので、
次の学習をはやく
したい。
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「土砂災害のおそれのある箇所(基礎調査前)」
の事前公表について
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「土砂災害のおそれのある箇所（基礎調査前）」の事前公表について

○本県では｢土砂災害防止法｣に基づき、「土砂災害警戒区域（イエローゾーン）」や、「土砂災害

特別警戒区域（レッドゾーン）」の指定を継続的に実施し、土砂災害リスクの見える化に取り組

んでいます

○これまで、イエローゾーンやレッドゾーンの公表・法指定については、机上抽出した大まかな

リスク箇所について、現地測量や解析作業など、法に基づく 基礎調査（現地調査）を実施した

後に行ってきたところです

１

これまでの取組み

これまでの公表時点

●基礎調査(現地調査)●机上抽出 ●基礎調査(結果の公表) ●区域指定（法指定） ●警戒避難体制の整備

現地測量、解析作業により

土砂災害警戒区域等の範囲

を特定

航空レーザー測量により

｢土砂災害のおそれのある箇所｣

を机上抽出

県ホームページにて公表 約１１，０００箇所指定

・県ホームページ

・土木事務所

・市町村 にて閲覧可能

市町村による

・ハザードマップ作成

・避難訓練実施

・地域防災計画への反映

県 市町村
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「土砂災害のおそれのある箇所（基礎調査前）」の事前公表について

２

○国土交通省の｢土砂災害防止対策推進検討会｣ 提言(令和７年４月)において 『基礎調査（現地調査）

前の箇所を公表する取組は、住民への注意喚起に対して有効であり、積極的に公表することが望ま

しい』と示されたことを踏まえ、

本県においても県民の安全を優先する観点から、令和７年１２月２４日より公表しています

これからの取組み

事前公表（今回）

●基礎調査(現地調査)●机上抽出 ●基礎調査(結果の公表) ●区域指定（法指定） ●警戒避難体制の整備

現地測量、解析作業により

土砂災害警戒区域等の範囲

を特定

航空レーザー測量により

｢土砂災害のおそれのある箇所｣

を机上抽出

県ホームページにて公表 約１１，０００箇所指定

・県ホームページ

・土木事務所

・市町村 にて閲覧可能

市町村による

・ハザードマップ作成

・避難訓練実施

・地域防災計画への反映

これまでの公表時点

県 市町村
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「土砂災害のおそれのある箇所（基礎調査前）」の事前公表について

公表方法

３

○地図上で、

既存のイエローゾーンの位置や降雨状況や土砂災害危険度情報といったリアルタイム情報を

一括して検索・把握できる『奈良県災害リスク情報システム』で公表します

○既に指定されている｢土砂災害警戒区域等｣の区域と重ね合わせて表示されますので、

日頃から身の周りの土砂災害リスクの把握に努めてください

普段から確認いただきたいこと

土石流
土砂災害のおそれのある箇所

急傾斜地の崩壊
土砂災害のおそれのある箇所

『奈良県災害リスク情報システム』
はこちらから

35



「土砂災害のおそれのある箇所（基礎調査前）」の事前公表について

４

○ご自身や家族の『命』を守るためにも、雨のシーズンを迎える前に『身の周りの土砂災害リスク』

を把握するとともに、豪雨時には気象予報など情報を収集し『早めの避難』をお願いします

○雨雲の動きや土砂災害危険度情報といったリアルタイム情報と重ね合わせた表示が可能です

○降雨時には気象予報など様々な情報に気を配ってください

雨が降ってきたら確認いただきたいこと

市町村及び県民のみなさまへ（事前の備えと早めの避難）

『奈良県災害リスク情報システム』
はこちらから
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